
(57)【要約】

【課題】　将来的なプラン変更の障害となる耐震壁を不

要とする高い耐震性を有する建物の架構構造を提供する

。

【解決手段】　本建物は、居室ゾーン３として利用され

る主架構部１と、主架構部１を挟んで長辺サイドにそれ

ぞれ所定の間隔をおいて構築される副架構部２、２から

構成される。主架構部１と副架構部２、２とは水平ダン

パー１０および鉛直ダンパー１１によって連結されてお

り、主架構部１と副架構部２、２の間の空間は、それぞ

れ外廊下４、バルコニー５として利用される。主架構部

１は、短期荷重に対して設計された断面を有する主架構

柱７と長期荷重に対して設計された断面を有する主架構

梁６から構成されるラーメン構造である。一方、副架構

部２は、短期荷重に対して設計された断面を有する副架

構柱９および副架構梁８から構成されるラーメン構造で

あり、副架構柱９は、短辺方向に関して主架構柱７と同

じ通り芯上に配置されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 柱 と 長 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す
る 梁 と か ら な る 主 架 構 部 の 少 な く と も 長 辺 側 に 、 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す
る 柱 お よ び 梁 か ら な る 副 架 構 部 が 前 記 主 架 構 部 と 所 定 の 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、
　 前 記 主 架 構 部 と 前 記 副 架 構 部 と は 、 水 平 面 内 に 設 置 さ れ る 水 平 ダ ン パ ー と 鉛 直 面 内 に 設
置 さ れ る 鉛 直 ダ ン パ ー に よ っ て 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 物 の 架 構 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 柱 と 長 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す
る 梁 と か ら な り 、 免 震 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 主 架 構 部 の 少 な く と も 長 辺 側 に 、 短 期 荷 重
に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 柱 お よ び 梁 か ら な る 副 架 構 部 が 前 記 主 架 構 部 と 所 定 の 間
隔 を お い て 設 け ら れ 、
　 前 記 主 架 構 部 と 前 記 副 架 構 部 と は 、 鉛 直 面 内 に 設 置 さ れ る 鉛 直 ダ ン パ ー に よ っ て 連 結 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 物 の 架 構 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 平 ダ ン パ ー と 前 記 鉛 直 ダ ン パ ー は 、 対 向 す る 鋼 板 間 に 粘 弾 性 体 が 介 装 さ れ て な る
粘 弾 性 ダ ン パ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 建 物 の 架 構 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 副 架 構 部 の 梁 は 逆 梁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 建
物 の 架 構 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 の 架 構 構 造 に 関 し 、 特 に 、 中 高 層 集 合 住 宅 の 架 構 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 中 高 層 集 合 住 宅 で は 、 各 部 屋 の 採 光 を 確 保 す る た め 、 一 方 向 に 長 い 平 面 形 状 を 有 す る 板
状 建 物 と す る こ と が 多 く 、 建 物 の 一 方 の 長 辺 サ イ ド に 外 廊 下 を 配 し 、 他 方 の 長 辺 サ イ ド に
バ ル コ ニ ー を 配 す る こ と が よ く 行 わ れ る 。
　 こ の よ う な 建 物 で は 、 長 辺 方 向 を 純 ラ ー メ ン 構 造 と し 、 短 辺 方 向 に は 戸 境 を 利 用 し た 耐
震 壁 を 設 置 す る こ と が 多 い 。 こ の 場 合 、 建 物 の 耐 震 性 能 を 確 保 す る う え で 、 耐 震 壁 を 全 階
に 亘 っ て 同 じ 位 置 に 配 置 す る 連 層 耐 震 壁 と す る こ と が 望 ま し い が 、 建 築 計 画 上 の 大 き な 制
約 と な る う え 、 将 来 的 に プ ラ ン を 変 更 す る 際 に も 障 害 と な る 。
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 、 特 許 文 献 １ で は 、 桁 側 の 外 周 に 柱 を 二 重 に 配 置 し 、 外
柱 間 に は 桁 行 方 向 （ 長 辺 方 向 ） お よ び ス パ ン 方 向 （ 短 辺 方 向 ） の 両 方 向 に 梁 を 架 設 し 、 内
柱 間 お よ び 内 柱 と 外 柱 と の 間 に は ス パ ン 方 向 に の み 梁 を 架 設 す る こ と を 特 徴 と す る 構 造 物
の 軸 組 に 関 す る 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 桁 側 の 外 周 に 柱 を 二 重 に 配 置 し て い る た め 、 短 辺 方 向 の 剛 性 が 大 き
く な り 、 耐 震 壁 を 省 略 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 発 明 で は 、 梁 を 逆 梁 と す る と と も に
、 内 柱 間 （ 長 辺 方 向 ） に は 梁 が な い の で 、 各 住 戸 に ハ イ サ ッ シ を 設 置 す る こ と が 可 能 と な
り 、 採 光 上 の メ リ ッ ト も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ７ ２ ９ ６ 号 公 報 　 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ － ４ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 発 明 で は 、 外 柱 と 内 柱 の 間 に 架 設 さ れ る 梁 が 短
ス パ ン 梁 と な る た め 、 靭 性 が 充 分 で は な く 、 地 震 時 に 短 ス パ ン 梁 が 脆 性 破 壊 す る お そ れ が
あ る 。 ま た 、 内 柱 間 （ 短 辺 方 向 ） に 架 設 さ れ る 梁 に つ い て は 、 居 室 空 間 に 梁 型 が 現 れ る と
い う 意 匠 上 好 ま し く な い 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 上 述 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 将 来 的 な プ ラ ン 変 更 の 障 害 と な る
耐 震 壁 を 不 要 と す る 高 い 耐 震 性 を 有 す る 建 物 の 架 構 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 は 、 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ
た 断 面 を 有 す る 柱 と 長 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 梁 と か ら な る 主 架 構 部 の 少
な く と も 長 辺 側 に 、 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 柱 お よ び 梁 か ら な る 副 架 構
部 が 前 記 主 架 構 部 と 所 定 の 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、 前 記 主 架 構 部 と 前 記 副 架 構 部 と は 、 水
平 面 内 に 設 置 さ れ る 水 平 ダ ン パ ー と 鉛 直 面 内 に 設 置 さ れ る 鉛 直 ダ ン パ ー に よ っ て 連 結 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 で は 、 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー を 介 し て 主 架 構 部 と 連 結 さ れ た 副 架 構 部
が 地 震 力 な ど の 短 期 荷 重 に 抵 抗 す る の で 、 主 架 構 部 は 主 と し て 固 定 荷 重 な ど の 長 期 荷 重 を
負 担 で き れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 長 辺 方 向 の 地 震 力 が 本 建 物 に 作 用 す る と 、 主 架 構 部 に 作
用 す る 長 辺 方 向 の 水 平 力 は 、 水 平 ダ ン パ ー を 介 し て 副 架 構 部 に 伝 達 さ れ る 。 一 方 、 短 辺 方
向 の 地 震 力 が 本 建 物 に 作 用 し た 場 合 に は 、 主 架 構 部 に 作 用 す る 短 辺 方 向 の 水 平 力 は 、 鉛 直
ダ ン パ ー を 介 し て 副 架 構 部 に 伝 達 さ れ る 。
　 固 有 周 期 の 異 な る 構 造 物 同 士 が ダ ン パ ー で 連 結 さ れ て い る 場 合 、 ダ ン パ ー が 効 率 よ く 振
動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。 本 架 構 構 造 で は 、 副 架 構 部 に 比 べ て 主 架 構 部 の 剛 性 が 低 い た め
、 副 架 構 部 よ り 主 架 構 部 の ほ う が 固 有 周 期 が 長 く 、 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー を 介
し て 主 架 構 部 と 副 架 構 部 を 連 結 す る こ と に よ り 高 い 制 震 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 は 、 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 柱 と
長 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 梁 と か ら な り 、 免 震 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 主
架 構 部 の 少 な く と も 長 辺 側 に 、 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 柱 お よ び 梁 か ら
な る 副 架 構 部 が 前 記 主 架 構 部 と 所 定 の 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、 前 記 主 架 構 部 と 前 記 副 架 構
部 と は 、 鉛 直 面 内 に 設 置 さ れ る 鉛 直 ダ ン パ ー に よ っ て 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 で は 、 主 架 構 部 を 免 震 化 す る こ と に よ り  、 長 辺  方 向 の 揺 れ は 、 免 震 層 で ほ と ん
ど 遮 断 さ れ る た め  、 主 架 構 部  に 作 用 す る 地 震 力 は 小 さ く な る 。 こ の 場 合 、 主 架 構 部  と
副 架 構 部  を 水 平 ダ ン パ ー  で 連 結 す る  と 、 か え っ て 地 震 力 が 副 架 構 部  か ら 主 架 構 部  に
伝 達 さ れ て 逆 効 果 と  な る 。 そ の た め  、 水 平 ダ ン パ ー  は 設 置 し な い ほ う  が よ い  。
　 一 方 、  短 辺  方 向 に つ い て は 、 完 全 に 免 震 化 さ れ て い れ ば 地 震 力 は 伝 わ ら な い が 、 実 際
に は 、 多 少 、  地 震 力 が 建 物 に 伝 わ る 。 そ の 際  、 主 架 構 部 の 高 さ が 高 く な る と ア ス ペ ク ト
比 が 大 き く な り 、 主 架 構 部 が  転 倒 す る お そ れ  が あ る 。 そ の た め 、 副 架 構 部  は 主 架 構 部
の  短 辺  方 向 の 転 倒 を 防 ぐ た め に 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 で は 、 前 記 水 平 ダ ン パ ー と 前 記 鉛 直 ダ ン パ ー は 、 対
向 す る 鋼 板 間 に 粘 弾 性 体 が 介 装 さ れ て な る 粘 弾 性 ダ ン パ ー で あ っ て も よ い 。
　 本 発 明 で は 、 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー に 粘 弾 性 ダ ン パ ー を 使 用 す る こ と に よ り
、 耐 震 性 が 高 く 、 低 コ ス ト で 、 且 つ メ ン テ ナ ン ス フ リ ー な 建 物 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 で は 、 前 記 副 架 構 部 の 梁 は 逆 梁 で あ っ て も よ い 。
　 本 発 明 で は 、 副 架 構 部 の 梁 を 逆 梁 と す る こ と に よ り 、 各 住 戸 に 充 分 な 採 光 を 確 保 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー を 介 し て 主 架 構 部 と 連 結 さ れ た 副 架 構 部
が 地 震 力 な ど の 短 期 荷 重 に 抵 抗 す る と と も に 、 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー に よ り 振
動 エ ネ ル ギ ー が 効 率 的 に 吸 収 さ れ る の で 、 耐 震 壁 を 主 架 構 部 に お い て 省 略 す る こ と が で き
る 。 そ の 結 果 、 将 来 的 な プ ラ ン 変 更 に 容 易 に 対 応 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ２ お よ
び 図 ４ は そ の 矢 視 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 図 ２ に お け る Ｃ 部 分 の 詳 細 図 で あ り 、 図
５ は 鉛 直 ダ ン パ ー の 詳 細 図 で あ る 。
　 対 象 と す る 建 物 は 、 一 方 向 に 長 い 平 面 形 状 を 有 す る 板 状 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ま た は 鉄
骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 集 合 住 宅 で あ り 、 居 室 ゾ ー ン ３ を 挟 ん で 建 物 の 一 方 の 長 辺 サ イ ド
に 外 廊 下 ４ が 配 さ れ 、 他 方 の 長 辺 サ イ ド に バ ル コ ニ ー ５ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 建 物 は 、 居 室 ゾ ー ン ３ と し て 利 用 さ れ る 主 架 構 部 １ と 、 主 架 構 部 １ を 挟 ん で 長 辺 サ
イ ド に そ れ ぞ れ 所 定 の 間 隔 を お い て 構 築 さ れ た 副 架 構 部 ２ 、 ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 主 架
構 部 １ と 副 架 構 部 ２ 、 ２ と は 水 平 ダ ン パ ー １ ０ お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ に よ っ て 連 結 さ れ
て お り 、 主 架 構 部 １ と 副 架 構 部 ２ 、 ２ の 間 の 空 間 は 、 そ れ ぞ れ 外 廊 下 ４ 、 バ ル コ ニ ー ５ と
し て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 主 架 構 部 １ は 、 地 震 力 な ど 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 主 架 構 柱 ７ と 固 定
荷 重 な ど の 長 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 主 架 構 梁 ６ か ら 構 成 さ れ る ラ ー メ ン
構 造 で あ る 。 主 架 構 梁 ６ は 、 長 期 荷 重 に よ っ て 断 面 が 決 め ら れ て い る た め 、 梁 幅 に 比 べ て
梁 成 の 小 さ な 扁 平 梁 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 梁 型 が 居 室 空 間 に 露 出 す る こ と が な
い 。 ま た 、 梁 を 無 く し て フ ラ ッ ト ス ラ ブ 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 副 架 構 部 ２ は 、 短 期 荷 重 に 対 し て 設 計 さ れ た 断 面 を 有 す る 副 架 構 柱 ９ お よ び 副 架
構 梁 ８ か ら 構 成 さ れ る ラ ー メ ン 構 造 で あ り 、 副 架 構 柱 ９ は 、 短 辺 方 向 に 関 し て 主 架 構 柱 ７
と 同 じ 通 り 芯 上 に 配 置 さ れ て い る 。 副 架 構 梁 ８ は 、 床 ス ラ ブ の 上 側 に 梁 を 設 け る 逆 梁 に な
っ て お り 、 各 住 戸 に ハ イ サ ッ シ を 設 置 し て 充 分 な 採 光 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 水 平 ダ ン パ ー １ ０ は 、 対 向 す る 第 一 鋼 板 １ ０ ａ と 第 二 鋼 板 １ ０ ｂ と
の 間 に 粘 弾 性 体 １ ０ ｃ を 介 装 し た 粘 弾 性 ダ ン パ ー か ら な り 、 主 架 構 部 １ と 副 架 構 部 ２ の 間
の 水 平 面 内 に 設 置 さ れ て い る 。 第 一 鋼 板 １ ０ ａ の 基 端 部 は 主 架 構 部 １ の 主 架 構 梁 ６ に 固 定
さ れ 、 第 二 鋼 板 １ ０ ｂ の 基 端 部 は 副 架 構 部 ２ の 副 架 構 梁 ８ に 固 定 さ れ て お り 、 第 一 鋼 板 １
０ ａ と 第 二 鋼 板 １ ０ ｂ と が 水 平 面 内 で 相 対 運 動 し 、 主 架 構 部 １ と 副 架 構 部 ２ の 水 平 面 内 の
相 対 変 位 が 水 平 ダ ン パ ー １ ０ に よ っ て 抑 制 さ れ る 。
　 水 平 ダ ン パ ー １ ０ 上 の 空 間 は 外 廊 下 ４ お よ び バ ル コ ニ ー ５ と し て 利 用 さ れ る 。 本 実 施 形
態 で は 、 外 廊 下 ４ お よ び バ ル コ ニ ー ５ の 全 面 に 水 平 ダ ン パ ー １ ０ を 設 置 し て い る が 、 外 廊
下 ４ お よ び バ ル コ ニ ー ５ の 一 部 に 水 平 ダ ン パ ー を 設 置 し て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 外 廊 下 ４
お よ び バ ル コ ニ ー ５ と な る 床 ス ラ ブ を 主 架 構 部 １ か ら 張 り 出 し て 設 け 、 当 該 床 ス ラ ブ と 副
架 構 部 ２ と の 間 に エ キ ス パ ン シ ョ ン ・ ジ ョ イ ン ト を 設 け る と と も に 、 当 該 床 ス ラ ブ の 下 方
に 水 平 ダ ン パ ー １ ０ を 設 置 す る 。
　 な お 、 外 廊 下 ４ お よ び バ ル コ ニ ー ５ の 全 面 に 水 平 ダ ン パ ー １ ０ を 設 置 す る 場 合 は 、 遮 音
効 果 を 高 め る た め に 、 水 平 ダ ン パ ー １ ０ の 上 面 に 吸 音 材 を 貼 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 対 向 す る 第 一 鋼 板 １ １ ａ と 第 二 鋼 板 １
１ ｂ と の 間 に 粘 弾 性 体 １ １ ｃ を 介 装 し た 粘 弾 性 ダ ン パ ー か ら な り 、 主 架 構 部 １ と 副 架 構 部
２ 間 に お い て 短 辺 方 向 鉛 直 面 内 に 設 置 さ れ て い る 。 第 一 鋼 板 １ １ ａ の 基 端 部 は 副 架 構 部 ２
の 副 架 構 柱 ９ に 固 定 さ れ 、 第 二 鋼 板 １ １ ｂ の 基 端 部 は 主 架 構 部 １ の 主 架 構 柱 ７ に 固 定 さ れ
て お り 、 第 一 鋼 板 １ １ ａ と 第 二 鋼 板 １ １ ｂ と が 鉛 直 面 内 で 相 対 運 動 し 、 主 架 構 部 １ と 副 架
構 部 ２ の 鉛 直 面 内 の 相 対 変 位 が 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ に よ っ て 抑 制 さ れ る 。
　 バ ル コ ニ ー ５ 側 に は 、 隣 接 住 戸 と の 戸 境 部 分 に 設 け な け れ ば な ら な い 避 難 用 の 開 口 部 を
除 く 部 分 に 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ を 設 置 し 、 外 廊 下 ４ 側 に は 、 通 行 に 障 害 と な ら な い 高 さ の 鉛
直 ダ ン パ ー １ １ を 外 廊 下 ４ の 上 方 に 設 置 す る 。 こ の 際 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 柱 幅 を
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有 効 に 使 え ば 、 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ の 高 さ が 小 さ く て も 充 分 な 制 震 性 能 を 確 保 す る こ と が で
き る 。
　 な お 、 必 ず し も 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ を 各 階 に 設 置 す る 必 要 は な く 、 複 数 階 お き に 設 置 し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 架 構 構 造 で は 、 水 平 ダ ン パ ー １ ０ お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ を 介 し て 主 架 構 部 １ と 連 結
さ れ た 副 架 構 部 ２ 、 ２ が 地 震 力 な ど の 短 期 荷 重 に 抵 抗 す る の で 、 主 架 構 部 １ は 主 と し て 固
定 荷 重 な ど の 長 期 荷 重 を 負 担 で き れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 長 辺 方 向 の 地 震 力 が 本 建 物 に 作
用 す る と 、 主 架 構 部 １ に 作 用 す る 長 辺 方 向 の 水 平 力 は 、 水 平 ダ ン パ ー １ ０ を 介 し て 副 架 構
部 ２ 、 ２ に 伝 達 さ れ る 。 一 方 、 短 辺 方 向 の 地 震 力 が 本 建 物 に 作 用 し た 場 合 に は 、 主 架 構 部
１ に 作 用 す る 短 辺 方 向 の 水 平 力 は 、 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ を 介 し て 副 架 構 部 ２ 、 ２ に 伝 達 さ れ
る 。 こ の 際 、 本 架 構 構 造 で は 副 架 構 部 ２ に 比 べ て 主 架 構 部 １ の 剛 性 が 低 い た め 、 副 架 構 部
２ よ り 主 架 構 部 １ の ほ う が 固 有 周 期 が 長 く な り 、 水 平 ダ ン パ ー １ ０ お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー １
１ が 効 率 的 に 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 建 物 全 体 の 応 答 変 位 が 過 大 と な る よ う な 場 合 に は 、 主 架 構 部 １ の 最 上 階 や 中 間 階
の 一 部 の 主 架 構 梁 ６ の 梁 成 を 大 き く す る こ と で 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ る 。 な お 、 図
が 煩 雑 と な る た め 、 主 架 構 部 と 副 架 構 部 間 に 設 置 さ れ る 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー
は 図 示 し て い な い 。
　 本 実 施 形 態 で は 中 廊 下 型 の 集 合 住 宅 を 対 象 と し て お り 、 中 廊 下 部 分 を 短 期 荷 重 を 負 担 す
る 副 架 構 部 ２ ２ と す る と と も に 、 居 住 ゾ ー ン を 長 期 荷 重 を 負 担 す る 主 架 構 部 ２ １ 、 ２ １ と
し 、 主 架 構 部 ２ １ 、 ２ １ と 副 架 構 部 ２ ２ を 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー で 連 結 し た も
の で あ る 。
　 な お 、 主 架 構 部 ２ １ 、 ２ １ の バ ル コ ニ ー 側 に さ ら に 副 架 構 部 ２ ２ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 第 三 の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ る 。 な お 、 本
図 に お い て も 図 ６ と 同 様 、 主 架 構 部 と 副 架 構 部 間 に 設 置 さ れ る 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ
ン パ ー は 図 示 し て い な い 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 副 架 構 部 ３ ２ 、 ３ ２ 間 に 構 築 さ れ る 主 架 構 部 ３ １ が 積 層 ゴ ム な ど の 免
震 装 置 ３ ３ で 支 持 さ れ て い る 。 そ の た め  、 主 架 構 部 ３ １  の 揺 れ は 免 震 層 で 低 減 さ れ る が
 、 主 架 構 部 ３ １  と 副 架 構 部 ３ ２ 、 ３ ２ と  を 水 平 ダ ン パ ー  で 連 結 す る  と 、 か え っ て 地
震 力 が 副 架 構 部 ３ ２ 、 ３ ２  か ら 主 架 構 部 ３ １  に 伝 達 さ れ て 逆 効 果 と  な る た め  、 水 平 ダ
ン パ ー  は 設 置 し な い ほ う が 望 ま し い  。 一 方 、  短 辺  方 向 に つ い て は 、 主 架 構 部 ３ １ の 高
さ が 高 く な る と ア ス ペ ク ト 比 が 大 き く な り 、 主 架 構 部 ３ １ が  転 倒 す る お そ れ  が あ る 。 そ
の た め 、 主 架 構 部 ３ １ と 副 架 構 部 ３ ２ 、 ３ ２ と を 鉛 直 ダ ン パ ー を 介 し て 連 結 し 、 主 架 構 部
３ １ が  短 辺  方 向 に  転 倒 し な い よ う に す る  。
　 あ る い は 、 免 震 装 置 ３ ３ と し て 積 層 ゴ ム で は な く レ ー ル 機 構 な ど を 利 用 し て 長 辺 方 向 の
み 免 震 化 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 長 辺 方 向 に つ い て は 免 震 構 造 物 、 短 辺 方 向 に つ い て は
制 震 構 造 物 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 水 平 ダ ン パ ー １ ０ お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ を 介 し て 主 架 構 部 １ 、 ２ １ 、 ３
１ と 連 結 さ れ た 副 架 構 部 ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ が 地 震 力 な ど の 短 期 荷 重 に 抵 抗 す る と と も に 、 水
平 ダ ン パ ー １ ０ お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー １ １ に よ り 振 動 エ ネ ル ギ ー が 効 率 的 に 吸 収 さ れ る の で
、 耐 震 壁 を 主 架 構 部 １ 、 ２ １ 、 ３ １ に お い て 省 略 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 将 来 的 な
プ ラ ン 変 更 に 容 易 に 対 応 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実
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施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 例
え ば 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 板 状 の 集 合 住 宅 を 対 象 と し て い る が 、 そ の 他 の 平 面 形 状 の 集
合 住 宅 で も 建 物 の 外 周 部 に バ ル コ ニ ー な ど が 設 置 さ れ て い れ ば 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 タ ワ ー 型 の （ 超 ） 高 層 集 合 住 宅 の 場 合 、 外 周 部 の 柱 を 外 柱 と 内 柱 か ら な る
二 重 柱 と し て 外 柱 部 分 の ラ ー メ ン 架 構 を 副 架 構 部 と し 、 外 柱 と 内 柱 の 間 に 鉛 直 ダ ン パ ー を
設 置 す れ ば よ い 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 水 平 ダ ン パ ー お よ び 鉛 直 ダ ン パ ー に は 粘 弾
性 ダ ン パ ー を 使 用 し て い る が 、 鋼 材 ダ ン パ ー な ど 他 の ダ ン パ ー で も よ い 。 要 は 、 本 発 明 に
お い て 所 期 の 機 能 が 得 ら れ れ ば よ い の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ｃ 部 分 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 鉛 直 ダ ン パ ー の 立 面 図 、 （ ｂ ） は 鉛 直 ダ ン パ ー の 平 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 建 物 の 架 構 構 造 の 第 三 の 実 施 形 態 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ 、 ２ １ 、 ３ １ 　 主 架 構 部
２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 　 副 架 構 部
３ 　 居 室 ゾ ー ン
４ 　 外 廊 下
５ 　 バ ル コ ニ ー
６ 　 主 架 構 梁
７ 　 主 架 構 柱
８ 　 副 架 構 梁
９ 　 副 架 構 柱
１ ０ 　 水 平 ダ ン パ ー
１ １ 　 鉛 直 ダ ン パ ー
１ ０ ａ 、 １ １ ａ 　 第 一 鋼 板
１ ０ ｂ 、 １ １ ｂ 　 第 二 鋼 板
１ ０ ｃ 、 １ １ ｃ 　 粘 弾 性 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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